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一新ニッケノレアルミナ鰯媒にクいて発

山中竜雄

榊研)

昨年4月日本化学会第7年会に於て講演のした内容の一部を電子顕微鏡写真その他から訂

正する必要を認め，これをよく検討して近く当所の欧文報告に載せる予定であるが， これの要

旨を述べる。

硝酸ニッケノレと硝酸アノレミニヲムの混合溶液から共沈法により両者の水酸化物を作る場

合汽 両硝酸塩の混合溶液とアノレカリ溶液とを同時に滴下混合して一定の pHを保持させるよ

うにした場合の両方共，均等に二つの水酸化物を混合させることが困難と考えられる。このも

のは水酸化ニッケノレの結晶が thinf1akeでその厚さは 500Aとみられ，結晶を通して下の敏が

見える位であって，水酸化アノレミニクムが均等に混合していないで水酸化ニッケノレ単独の部分

が相当あろうと考えられる。

アノレミシ酸ニッケノレから水酸化アノレミニクムを苛性ソ戸ダ溶液で溶出したものにあっては，

層朕格子をなしていて 3.5Aなる厚さの a-アノレミナが水酸化アルミナ結晶の聞にはさまれ，マ

ッチ箱を積み重ねた様になっている。従って前者に比較して水酸化アノレミニクムが均等分布さ

れたものとみられ，両者共混合比は大差ない点から考えて後者の方から活性大なる触媒が得ら

れることとなろう。

アセトアノレデヒド，アセトシに対する還元能力は後者が優れ，ラネユッケノレより活性は劣

るが，大なる永続性を有する。この他チオプェンの硫黄と結合したニッケノレの量は約倍量共沈

法のものより多いことも認められた。

本研究に当り山口成人，中平光興両博士による電子線回折並に電子顕微鏡的考察による部

分が多く，弦に両博士に厚く感謝する。
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